
2022/02/09 18:53 ミニコンポ ONKYO FR-V77 の修理、FM受信周波数ズレの調整 - ラジオペンチ

radiopench.blog96.fc2.com/blog-entry-1068.html?sp 1/9

ミニコンポ ONKYO FR-V77 の修理、FM受信周波数ズレの調整
2021年01月11日20:53  分解、修理、改造 

◆まえがき
ONKYOのミニコンポ FR-V77の修理の話の続きです。今回の記事ではFMの受信周波数のずれ
を修理、というか調整します。

なお、修理の中身としては大したことやっていないのですが、このミニコンポが作られた2000
年頃のFMチューナーがどういう仕組みになっているのかが判るので、無線機に興味のある人
（つまり私）には興味深い話だと思います。

◆FMの受信周波数のズレ

・FM東京の周波数が79.95MHｚになっている！




久しぶりに使ってみると、ＦＭ放送の周波数が50kHz下側に表示されるようになっていまし
た。例えばFM東京は80.0MHzなのに、上の写真のように79.95MHzで受信されます。




表示がズレているだけで受信は正常に出来るのですが、なんだか気持ちが悪いです。それに、
放送局のオートプリセット機能は電波の周波数が100kHzセパレーションになっていることを前
提にスキャンするので、これを実行しても何も設定されないという残念な結果になってしまい
ます。

そんなことで、可能なら修理してみることにしました。

◆FM/AMチューナー

・ラジオモジュール
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ラジオのチューナーは本体の右後にモジュールとして取り付けられていました。ちなみに、こ
こはケースを開けるだけで見える場所です。

・ラジオモジュールの内部 （写真をクリックで別窓に拡大）



モジュールを外してシールドカバーを開けた状態です。思っていたより部品が少なかったので
チューナーのフロントエンドの部分だけが入っているのでは、と思ったのですが、、
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・チューナーの裏面 （写真をクリックで別窓に拡大）

裏側には部品がいっぱい実装されていて、ICが2つ使われていました。これならチューナーの機
能が全部入っていそうです。

大きい方のICはSANYOのLA1837で、これはFM/AMラジオモジュールでした。データーシート
のブロック図は以下の通りです。

・LA1837のブロック図
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AMはRFから全部、FMはIF以降の回路が入っているようです。



小さい方のICは同じくSANYOのLC72131でこれはPLLでした。データーシートのブロック図は
下記。

こちらはFM/AMの局発用の周波数シンセサイザでした。
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お断り：デバイスのデーターシートのURLは出来るだけ記事中に記載したい（すべき）と思っています。しかし、最近はデーターシートのまとめサイト
ばかりヒットして本家にたどり着くのが難しくなっています。そんな事情から今回はUＲＬの記載はしていません。




◆周波数がズレている原因の調査
FＭ受信機はIFが10.7MHｚのシングルスーパーなので、周波数がズレる原因となる箇所は絞ら
れます。

1）局発の周波数の確認

まず怪しいのは局発の周波数ズレです。局発はPLLでコントロールされているので、PLLのICの

ピンを測定すれば周波数を確認することが出来ます。具体的な場所は上のLC72131のブロック
図に記載しているPin14（FMIN)です。




・FMINをオシロでチェック



局発の波形はここから見えますが、オシロでは正確な周波数までは判りません。そこで、オシ
ロの後ろから出ている信号出力端子に周波数カウンタを接続して周波数を測定しました。

・局発の周波数測定結果
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69.30069MHｚでした。この時の受信周波数は80.0ＭHｚなので、差は10.69931ＭHｚ。つまり
中間周波数である10.7ＭHｚに対して僅か690Ｈｚしかずれていません。ということで局発を作
っているＰＬＬの周波数には問題が無いことが判りました。

2) IF以降の回路の確認



こうなると周波数ズレの原因は、IFの通過帯域のズレかＦＭ検波のゼロ点ズレに絞られてきま
す。IFの帯域ズレはＩＦＴを使っていた時代ならあり得ますが、このチューナーはセラミック
フィルタを使っているので考えにくいです。

となるとＦＭの検波が怪しいのでの検波回路のセンター調整を行いました。

・FM検波の中心周波数調整



・

FMの検波はクワドラチャ検波で行われていました。この場合、FM検波の中心周波数はLA1837
の9Pinに接続されているコイルとコンデンサの共振回路で決まります。つまり、この共振周波
数を調整することでFＭ検波の中心周波数が変わります。
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具体的には、上の写真のコアを調整します。なお、調整に金属ドライバを使うとインダクタン
スが変わてしまうので、プラスチックドライバーで調整します。

調整はFM放送を受信しながら行い、LA1837の26Pin（AFC)の電圧が28Pin（REG)と等しくな
るように、コアを調整します。26Pinの電圧は放送の音量によって振れているので、オシロより
テスターで電圧測定を行った方が精密な調整が可能です。ちなみにこの受信機の28Pin（REG)
の電圧は3.604Vでした。




・26Pin（AFC)の電圧測定方法



表面実装で手掛かりが無いため、短い線をはんだ付けして、そこにクリップを引っ掛けて測定
しました。

これで調整完了。受信周波数のずれは無くなりました。

ついでにFMの受信部の調整を行っておきました。



◆チューナーの調整箇所
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FM-RFが高周波段の同調、FM-IFは中間周波数の同調(だと思われる）なので、各々を最高感度
になるように調整しました。FMの受信感度に関係する調整箇所はこの2か所だけで、残りはAM
の受信の調整用などです。なお、FMの受信感度は、LA1837の11Pin(FM SM Sメーター？）に
出ている電圧を見ながら調整します。

なおこの写真の FM Det Centerは前記した検波の中点合わせをのコア。



FM TUNED感度は受信OKとする感度で、無線機のスケルチの設定のようなもので、必要なら調
整。
ＦＭステレオセパレーションは専用の信号発生器が無いと調整は難しいので触らない方が良い
と思います。

◆チューナーを取り付け

調整が終わったらシールド用の蓋を取り付けてチューナーを取り付ければ作業完了です。

ここまでやって気付いたのですが、チューナーの蓋には調整用の穴が3つ開いていて、FM検波
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の中点、FM受信感度(スケルチ）、FMステレオセパレーションの3種類の調整がシールドのカ
バーを開けないでも調整出来るようになっていました。ということは、これら3つの設定はズレ
易いということかも知れません。そんなことで、ともかく後で分かるように、ケースの穴には
その調整内容を記入しておきました。

◆まとめ
以上、詳しく説明したので長い記事になってしまいましたが、要するに「FM検波の中心周波数
がズレていたので、正しい位置に戻した」という話でした。

このFMチューナーの受信範囲の上限は108MHｚまであるので、AMラジオのFM補完放送が聴け
るので便利です。

ちなみに、現時点のプリセット周波数は下記10局で、AM局の補完が４局入ってます。



79.5MHz(NAC5浦和）、80.0MHz(FM東京)、81.3MHｚ(J-WAVE)、82.5MHz(NHK FM)、
84.7MHz(FM横浜）、89.7MHz(InterFM)、TBSラジオ(90.5MHz)、文化放送(91.6MHz)、ラジオ
日本(92.4MHz)、ニッポン放送(93.0MHz)




AMでは嘘みたいに電波が弱い局がありますが、FMで聴くとクリアに聴けるのが嬉しいです。
あと、こういうのはradiko で聴けばよいのでしょうが、電波で受信したほうが手軽で良いで
す。
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